
89 I-StyleI-Style

ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
」（
通

称「
春
高
バ
レ
ー
」）出
場
を
決
め
た
。

　

同
校
は
、
か
つ
て
県
大
会
を
幾
度

も
制
し
た
名
門
。
７
度
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
を
誇
る
。
し
か
し
、
部
員
不

足
な
ど
か
ら
休
部
に
追
い
込
ま
れ
た
。

多
く
の
人
が
古
豪
復
活
を
待
ち
望
む

中
、
赴
任
し
て
き
た
の
が
高
橋
昇
禎

監
督（
39
）。「
当
時
は
、
自
分
が
入
ら

な
い
と
練
習
試
合
も
で
き
な
か
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

　

そ
の
後
、
高
橋
監
督
を
慕
い
、
各
地

か
ら
選
手
が
集
ま
っ
て
く
る
。
修
紅

は
強
豪
復
活
に
向
け
、
少
し
ず
つ
加

速
す
る
。

〝
全
国
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い

チ
ー
ム
が
勝
つ
〞

と
い
う
監
督
の
言
葉
を

信
じ
て
頑
張
っ
た 18年連続で全国高等学校駅伝競走大会に出場

第
４
セ
ッ
ト
24
対
20
。
エ
ー
ス
笹

川
政せ

い
い
ち一
選
手（
２
年
）
の
強
烈
な

ス
パ
イ
ク
は
、
不
来
方
高
コ
ー
ト
に
突

き
刺
さ
り
、
大
き
く
バ
ウ
ン
ド
し
た
。

　
「
ピ
ー
ッ
」。
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
の
ホ

イ
ッ
ス
ル
が
響
く
。「
や
っ
た
、
優
勝

だ
」。
ベ
ン
チ
か
ら
飛
び
出
す
選
手
た

ち
。
コ
ー
ト
に
広
が
る
歓
喜
の
輪
。
大

歓
声
の
客
席
か
ら
は
、
大
き
な
拍
手

と
祝
福
の
声
援
が
送
ら
れ
た
。

　

11
月
４
日
、一
関
市
総
合
体
育
館

で
開
か
れ
た「
第
65
回
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
高
校
選
手
権
大
会
岩
手
県
予

選
会
」（
男
子
）
で
一
関
修
紅
高
が
27

年
ぶ
り
に
優
勝
。「
全
日
本
バ
レ
ー

一関学院高陸上競技部

セ
ッ
ト
を
連
取
し
て
、
つ
い
に
悲
願
の

「
春
高
切
符
」
を
つ
か
ん
だ
。

に
敗
れ
て
か
ら
、
全
員
が〝
も
う

負
け
た
く
な
い
〞
と
い
う
強
い

気
持
ち
で
練
習
し
て
き
た
」
と
語
る

佐
々
木
誠ま

こ
と

主
将（
３
年
）。「〝
全
国
大

会
に
ふ
さ
わ
し
い
チ
ー
ム
が
勝
つ
〞
と

い
う
監
督
の
言
葉
を
信
じ
て
頑
張
っ

た
。
春
高
は
ベ
ス
ト
16
を
目
指
す
」
と

力
を
込
め
る
。

　

高
橋
監
督
は「
こ
れ
ま
で
何
度
も

悔
し
い
思
い
を
し
た
が
、
よ
く
頑
張
っ

た
」
と
選
手
を
称
え
、
さ
ら
に「
県
大

会
優
勝
が
最
終
目
標
で
は
な
い
」
と

勝
っ
て
兜

か
ぶ
と

の
緒
を
締
め
る
。

　

修
紅
高
の
初
戦
の
相
手
は
、
和
歌

山
県
代
表
の
開
智
高
。
試
合
は
１
月

５
日
、「
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
」
で
行
わ
れ
る
。

２
０
１
２
年
は
、
児
童
・
生
徒
の

活
躍
が
目
立
っ
た
。
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
の
山
岸
顕け

ん

志し

朗ろ
う

さ
ん（
一
関
二
高
３

年
）
が
全
国
準
優
勝
、
片
ケ
瀬
有ゆ

う

香か

さ

ん（
同
２
年
）
が
７
位
入
賞
を
果
た
し

た
の
を
は
じ
め
、
藤
沢
中
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
が
全
国
ベ
ス
ト
16
、
関
小
ヤ

ン
キ
ー
ズ
が
全
国
初
出
場
で
ベ
ス
ト

16
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。
ま
さ
に
一

関
市
の
名
を
全
国
に
と
ど
ろ
か
せ
た

１
年
だ
っ
た
。

　

後
を
追
お
う
と
市
内
の
個
人
や

チ
ー
ム
が
懸
命
に
練
習
に
励
む
。２
０

１
３
年
は
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
待
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
活
躍
が
楽

し
み
だ
。

こ
こ
数
年
、
県
大
会
決
勝
は
不
来

方
高
と
盛
岡
南
高
の
一
騎
打
ち

が
多
い
。
２
月
の
県
新
人
大
会
も
修

紅
は
４
強
の
壁
を
破
れ
ず
、
10
回
連

続
の
３
位
に
終
わ
っ
た
。

　

６
月
の
高
校
総
体
県
予
選
。
準
決

勝
で
Ｖ
候
補
盛
岡
南
高
を
破
っ
た
修

紅
は
初
め
て
決
勝
に
進
む
。
し
か
し
、

不
来
方
高
の
前
に
あ
っ
さ
り
敗
れ
、

全
国
へ
の
道
は
ま
た
も
閉
ざ
さ
れ
た
。

　
「
決
勝
の
戦
い
方
を
知
ら
な
か
っ

た
」。
大
一
番
に
平
常
心
を
失
っ
た

チ
ー
ム
を
冷
静
に
分
析
す
る
高
橋
監

督
。
悔
し
さ
が
残
る
夏
に
な
っ
た
。

　

だ
が
、
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
４
強

の
壁
を
打
ち
破
っ
た
自
信
が
次
第
に

選
手
の
心
に
火
を
付
け
る
。
そ
し
て
、

「
必
ず
春
高
へ
行
く
」
が
合
言
葉
に

な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
迎
え
た
春
高
バ
レ
ー
県

予
選
。
修
紅
は
、
安
定
し
た
戦
い
で
準

決
勝
ま
で
の
全
て
を
ス
ト
レ
ー
ト
で

勝
ち
上
が
り
、
順
当
に
決
勝
を
へ
駒

を
進
め
た
。

　

頂
上
決
戦
は「
宿
敵
」
不
来
方
高

と
の
対
戦
。
こ
れ
ま
で
何
度
も
敗
れ

た
相
手
だ
。
高
橋
監
督
は「
序
盤
が
全

て
」
と
指
示
を
出
す
な
ど
、
選
手
た
ち

が
平
常
心
を
保
つ
よ
う
気
を
配
っ
た
。

　

１
セ
ッ
ト
目
を
失
っ
た
修
紅
高
だ

が
、
２
セ
ッ
ト
目
以
降
は
平
均
身
長

１
８
２
セ
ン
チ
の
高
さ
を
生
か
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
で
不
来
方
高
の
時
間
差
や

オ
ー
プ
ン
攻
撃
を
止
め
る
。
レ
フ
ト
か

ら
の
ス
パ
イ
ク
が
次
々
と
決
ま
る
。３

いい流れをつくって
つなぎたい。
支えてくれた人たちの
期待に応える走りをしたい

＊この記事は2012年12月20現在のものです

「
夏

岩
手
を
制
し
、「
春
高
バ
レ
ー
」に
初
出
場

写真提供・岩手日日新聞社

　一関学院高陸上競技部（千葉裕
ゆう

司
じ

監督、部員13人）
は10月26日、花巻市総合体育館前を発着点とする

「第63回全国高校駅伝競走大会県予選会」で７区間
42.195キロを２時間11分28秒でつなぎ優勝。18年
連続22度目の全国高校駅伝競走大会への出場権を

獲得した。
　選手たちは、12月23日に京都市で行われる全国大
会へ向け、毎日20から30キロを走り込んでいる。千
葉監督は「昨年、一昨年は入賞できる力はあったが及
ばなかった。大舞台で選手の力を100％発揮させるこ

とができなかった」と振り返る。前回６区を走った畠
山泰

たいせい

成主将（３年）は「順位を上げなければいけない

ところで１つ下げてしまった」と、チームに貢献でき

なかった走りを悔やむ。今年は花の１区だ。「いい流
れをつくってつなぎたい。支えてくれた人たちの期待
に応える走りをしたい」と上位入賞に向け、気合い十
分だ。
　同校は千葉監督が選手だった03年に8位、04年に

７位に入賞。06年にも再び７位に入った。目標はそれ

を上回る６位内。２時間５分台を目指す。７人のうち

５人は１、２年生。若さあふれるチームは元気で明る

く、雰囲気もいい。経験の浅さはいなめないが、レー

スに乗れれば一気に加速する勢いがある。
　全国の強豪は、海外の有力選手をメンバーに加え

るなど、あくまで「勝ち」にこだわるが、学院は違う。
地元選手で構成されたチームが古里の誇りを胸に、
「絆」という名のたすきをつなぐ。おなじみのグリーン

とオレンジのユニホームは都大路で旋風を起こせる

か。22回目の冬に、地元の期待は高まっている。
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紅
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